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趣旨

•保健所等における新型コロナウイルス感染症対応業務
が逼迫、長期化する中、職員のメンタル不調や退職な
ども発生しており、職員等の過重労働・メンタルヘル
ス対策が重要

•完全に解決できる方策は難しいが、各地で創意工夫が
行われており、それらの事例を共有することは有用

•研究班にて意見交換会を実施し、職員厚生担当、統括
保健師、保健所長等の立場からのお話しを伺ったとこ
ろ、参考になる取り組みが行われていたため、より広
く情報発信することとなった



研究班による小冊子、ホームページの作成

http://dheat.umin.jp/



災害対応・健康危機管理の原則：CSCA



小冊子：保健医療福祉調整本部等におけるマネジメントの進め方（抜粋）



積極的疫学調査に携わる保健師の心のケア

吉川悦⼦（⽇本⾚⼗字看護⼤学）、他．保健師のための積極的疫学調査ガイド 第2.1版．2021．
https://plaza.umin.ac.jp/~COVID19/core/survey_guide_for_PHN2021_edit2_1.pdf



新型コロナウイルス感染症等対応における
⾃治体職員の過重労働・メンタルヘルス対策について

○新型コロナウイルス感染症の対応における⾃治体職員の過重労働・メンタルヘルス対策について、各⾃治体に
おける現状や取組事例から対策のポイントを「業務マネジメント」「メンタルヘルスケア」の柱でまとめた。

【業務マネジメント】
□全庁体制による業務の分担化、効率化
・保健部署だけでなくその他の部署も含めた全庁的な業務体制
・専⾨職と事務職の特性を活かした業務分担

□組織体制及びリーダーの明確化
□職員間の情報共有
・定期的なミーティングの開催、情報の可視化
・業務マニュアルの作成

□職員の意識醸成
・管理職を中⼼とした全所ワンチームで⾏う⾵⼟づくり

□積極的な情報発信・広報
・住⺠の理解の促進

□クレーム対応体制
・対応者の明確化、対応⽅針の作成

□受援体制
・市町村等との協定締結、併任辞令の発令

□研修の実施、強化
・職員に対する新型コロナウイルスに関する知識、対応について

□労働環境の整備
□労務管理 −働き続けられる職場づくり−
・⼆交代制、フレックスタイムの導⼊
・管理職等からの休暇取得に係る継続的なメッセージ

【メンタルヘルスケア】
□セルフケア
□相互⽀援
・共感ミーティング等意識的なコミュニケーションの定例化

□組織的対応（職制のラインによるケアなど）
・メンタルヘルスに関する情報発信

□専⾨職による⽀援（産業保健スタッフ・外部資源によるケア）

【その他】
□職員の家族への⽀援
・職員の仕事の理解、家族への負担へのねぎらい等の⽂書発出


